
奈
良
・
山
田
寺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
桜
井
市
山
田

２
　
調
査
期
間
　
　
第
八
次
調
査
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
八
月
を

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
官
跡
発
掘
調
査
郡

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
牛
川
喜
幸

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥

・
奈
良

・
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

山
田
寺
跡
で
は
、　
一
九
七
六
年
以
来
七
次
に
及
ぶ
調
査
が
実
施
さ
れ
、
伽
藍

の
配
置
や
塔

・
金
堂

。
講
堂

・
中
門

・
回
廊
の
規
模

・
構
造
な
ど
が
明
ら
か
と

な

っ
た
。
今
回
の
調
査
は
、
山

田
寺
の
寺
域
の
西
限
と
回
廊
東

北
隅
部
の
状
況
を
確
認
す
る
た

め
に
、
西
区
と
東
区
の
二
つ
の

調
査
区
を
設
け
て
行
な
っ
た
。

調
査
面
積
は
計
八
〇
〇
∬
。

西
区
で
は
寺
域
の
西
限
を
画

す
る
掘
立
柱
南
北
塀
Ｓ
Ａ
六
八

〇
、
Ｓ
Ａ
六
八
〇
に
開
く
西
門

Ｓ
Ｂ
六
八
五
を
確
認
し
、
ま
た
東
区
で
は
、
東
回
廊
ｓ
ｃ
〇
六
〇
、
回
廊
東
雨

落
溝
Ｓ
Ｄ
五
五
二
、
東
回
廊
の
東
に
位
置
す
る
宝
蔵
Ｓ
Ｂ
六
六
〇
、
宝
蔵
の
四

周
を
め
ぐ
る
雨
落
溝
ｓ
Ｄ
六
六

一
ｉ
六
六
四
、
寺
域
の
東
限
を
画
す
る
掘
立
柱

南
北
塀
Ｓ
Ａ
五
〇
〇
、
基
壇
状
高
ま
り
ｓ
ｘ
五
三
五
な
ど
を
検
出
し
た
。

木
衝
は
、
東
区
の
Ｓ
Ｂ
六
六
〇
基
壇
上
面
か
ら

一
点
、
そ
の
西
雨
落
濤
Ｓ
Ｄ

六
六
四
か
ら
七
点
、
計
八
点
が
出
上
し
た
。
Ｓ
Ｂ
六
六
〇
は
方
三
間
の
総
柱
礎

石
建
物
で
、
基
壇
上
面
か
ら
は
木
簡
の
ほ
か
に
若
千
の
木
製
品

。
金
属
製
品
が

出
上
し
た
。
Ｓ
Ｄ
六
六
四
は
幅

一
を

一
・
五
節
、
深
さ
〇

・
二
ｍ
の
素
掘
り
の

溝
で
護
岸
施
設
は
み
ら
れ
な
い
。
堆
積
土
は
上
下
三
層
に
分
れ
、
木
簡
は
上
層

か
ら
大
量
の
木
製
品

・
建
築
部
材
、
少
数
の
金
属
製
品
と
と
も
に
出
上
し
た
。

８
　
木
街
の
釈
文

・
内
容

宝
蔵
Ｓ
Ｂ
六
六
〇
基
壇
上
面

ω
　
ｏ
「
日
向
寺
□
□
二
斗

一
升
半
□
□

〔綬
己

同
月
白
□
九
斤
之
中
八
斤
者
昔
日
出
分

。
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
Ｊ
Ｙ
□
　
（中じ

溢
契
Φ
Φお

②

　

　

×
経
第
十
二
峡

十
巻
」
　
　
　
　
　
　
　
（ｅ

通
費
中
恩

①
は
表
裏
が
判
然
と
し
な
い
が
、
か
り
に

「日
向
寺
」
で
始
ま
る
側
を
表
と

す
る
と
、
冒
頭
の

「日
向
寺
」
は
寺
名
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
向
寺
と

い
う
名
称
の
寺
院
は
、
奈
良
県
橿
原
市
南
浦
町
に
現
存
し
、
浄
土
宗
に
属
す
る
。

(吉野山)



日
向
寺
の
付
近
か
ら
は
古
瓦
が
採
集
さ
れ
、
そ
の
瓦
に
よ
っ
て
同
地
に
は
白
鳳

期
頃
の
寺
院
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
寺
院
は
、
延
喜

一

七
年

（九
一
七
）
成
立
の

『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
や
室
町
時
代
の

『
聖
誉
抄
』
な

ど
に
聖
徳
太
子
建
立
の
寺
院
の
一
つ
と
し
て
見
え
る

「
日
向
寺
」
に
比
定
さ
れ

て
い
る
が
、
日
向
寺
自
体
は
全
く
古
代
の
史
料
に
現
れ
な
い
。
従

っ
て
①
は
日

向
寺
に
関
す
る
唯

一
の
古
代
の
史
料
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
腐
蝕
が
進
ん
で
い
る
が
、
一異
に
も
墨
痕
が
認
め
ら
れ
、
ま
た

「
日

向
寺
」
で
始
ま
る
面
を
表
と
し
た
場
合
、
第
二
行
冒
頭
の

「同
月
」
が
受
け
る

文
言
が
現
状
で
は
初
行
に
見
あ
た
ら
な
い
点
が
疑
間
で
、
あ
る
い
は
裏
と
し
た

面
を
表
と
し
て
文
章
が

「
日
向
寺
」
に
続
き
、
こ
こ
は

「
（何
）
日
、
寺
に
向
か

う
」
と
読
め
る
可
能
性
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に

「
日
向
寺
」

で
始
ま
る
面
が
表
で
あ
る
の
か
、
さ
ら
に
は

「
日
向
寺
」
が
寺
院
名
を
書
い
た

も
の
で
あ
る
の
か
は
問
題
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

宝
蔵
西
雨
落
溝
Ｓ
Ｄ
六
六
四

〔量
こ

り

×
響

郵
年

一
早
半‐
譴

製

騰

□

尋

七
静

騨

日

五
巻
借
慈
息

知
倉
人
乙
人

②
は
経
巻
を
束
ね
包
む
快
に
付
け
ら
れ
て
い
た
題
観

（経
鎖
）
で
あ
る
。　
正

倉
院
に
は
奈
良
時
代
の
経
峡
が
残
存
し
て
お
り
、
中
に
は
現
に
経
峡
牌

（題
畿
）

を
付
け
た
も
の
も
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
は
快
の
通
し
番
号
や
経
快
に
包
ま
れ

一
括
さ
れ
た
経
典
の
名
称
、
あ
る
い
は
そ
の
巻
数
な
ど
が
書
か
れ
、
こ
れ
ら
経

典
を

一
括
し
て
包
ん
だ
経
快
は
、
櫃
や
厨
子
な
ど
に
整
理
さ
れ
て
納
め
ら
れ
、

保
管
さ
れ
て
い
た
。
②
の
表
に
は
経
典
の
名
称
と
経
快
の
通
し
番
号
お
よ
び
巻

数
が
書
か
れ
て
い
る
。
経
典
名
を
書
い
た
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
か
り
に

こ
の
経
快
が
雑
経
を
集
め
た
も
の
で
な
く
、
た
だ

一
種
の
経
典
を
納
め
た
も
の

で
、
し
か
も
全
て
の
映
が

一
〇
巻
を
単
位
と
し
て
い
た
と
仮
定
す
る
と
、
こ
こ

に
書
か
れ
て
い
た
経
典
名
は
大
般
若
経
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
日

本
に
舶
載
さ
れ
た
漢
訳
の
一
切
経
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
二
二
〇
巻
を
有
す

る
単
独
の
経
典
は
大
般
若
経
六
〇
〇
巻
以
外
に
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

1990年出上の木簡
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零響亮?ゑ 皇擦ゼ押(3)
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読
で
き
、
さ
ら
に
裏
に
も
日
付
や
経
典
名
の
一
部
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
木
簡
は
長
期
に
わ
た
っ
て

（少
な
く
と
も
大
同
二
年
か
ら
弘
仁
二
年
ま
で
の
間
）

表
面
を
削
り
な
が
ら
経
典
の
貸
出
に
関
す
る
記
録
を
書
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
表
に
は
経
典
の
出
納
に
あ
た
っ
た
人
々
と
し
て
、
倉
人
な
る
俗
人
や
日
代

。
□
□
な
ど
の
僧
職
が
記
さ
れ
て
お
り
、
山
田
寺
の
経
典
の
出
納
を
め
ぐ
る
運

営
の
あ
り
方
や
組
織
を
考
え
る
上
で
重
要
な
記
載
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
正
倉
院
に
は
経
典
の
貸
出
に
関
係
し
て
作
成
さ
れ
た
木
簡
が

現
存
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
木
簡
の
用
途
に
つ
い
て
は
見
解
が
分
れ
て
い
る
が
、

東
野
治
之
氏
令
正
倉
院
伝
世
木
簡
の
筆
者
名
正
倉
院
文
書
と
木
簡
の
研
究
』
一
九
七
七

年
。
「正
倉
院
木
簡
の
用
途
―
原
秀
三
郎
氏
の
所
説
に
接
し
て
―
」
『木
簡
研
究
』
九
　
一

九
八
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
経
典
の
貸
出
に
際
し
、
造
東
大
寺
司
写
経
所
が
作
成
し

た
記
録
木
簡
で
、
こ
の
記
録
を
整
理
し
て
正
倉
院
文
書
中
に
存
す
る
経
典
の
出

納
帳
が
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
経
典
を
貸
出
し
た
際
に
、

奉
請
状
の
要
項
を
記
し
た
木
衡
を
作
成
し
て
経
典
を
収
納
し
て
い
た
櫃
別
に
保

管
し
て
お
き
、
経
典
の
点
検
に
役
立
て
た
も
の
で
、
経
典
の
貸
出
に
あ
た
っ
て

こ
の
種
の
木
街
を
直
接
櫃
に
入
れ
、
代
本
板
と
し
て
用
い
た
可
能
性
も
あ
る
と

言
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
０
は
形
態
か
ら
も
、
ま
た
そ
こ
に
書
か
れ
た
記
載

の
内
容
か
ら
も
、　
一
度
限
ヶ
の
出
納
記
録
や
直
接
代
本
板
と
し
て
の
機
能
を
果

し
た
も
の
で
は
な
く
、
経
典
が
収
蔵
さ
れ
て
い
た

「倉
」
に
、
櫃
や
厨
子
な
ど

何
等
か
の
も
の
に
結
び
付
け
ら
れ
て
置
か
れ
、
長
期
に
わ
た
っ
て
経
央
の
出
納

を
記
録
し
、
ま
た
そ
の
返
却
に
あ
た
っ
て
も
用
い
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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1990年出上の木簡

④
と
⑥
は
所
謂
横
材
の
木
簡

（木
目
に
直
交
し
て
文
字
を
書
く
）
で
、
い
ず
れ
も

貸
出
中
の
経
典
を
検
定
し
た
結
果
を
記
し
た
木
簡
か
と
思
わ
れ
る
。
と
も
に
経

典
を
検
定
し
た
内
容
を
記
し
た
の
ち
、
検
定
の
年
月
日
を
書
き
、
そ
の
下
あ
る

い
は
次
行
以
降
に
曲
田
寺
の
上
座
一
寺
主

・
都
維
那
た
ち
が
自
署
を
加
え
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
経
央
の
検
定
に
寺
の
三
綱
が
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

④
の
表
に
は
検
定
結
果
を
記
し
た
部
分
と
は
逆
方
向
に
文
字
を
書
き
、
経
典

の
貸
出
に
つ
い
て
記
録
し
た
部
分
が
所
々
に
あ
り
、
そ
の
中
に
は
見
せ
消
ち
に

よ
る
抹
消
が
行
な
わ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
文
字
を
削
妍
取

っ
た
跡
や
削
り

残
し
た
文
字
も
見
ら
れ
、　
ま
た
そ
こ
に
記
さ
れ
た
年
紀
に
も
天
平
勝
宝
六
年

（七
五
四
）
と
宝
亀
七
年

（七
七
一０

の
開
き
が
あ
る
。
従

っ
て
本
木
街
の
表
は
長

期
に
わ
た
っ
て
表
面
を
削
り
つ
つ
使
用
さ
れ
つ
づ
け
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
④
Ｏ
に
よ
っ
て
山
田
寺
三
綱
の
存
在
と
そ
の
具
体
的
な
僧
名
が
初
め
て
知

ら
れ
た
点
は
留
意
さ
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
飛
蔦

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

一
〇

（
一
九
九
一
年
）

同

『
飛
£

・
藤
原
官
発
掘
調
査
概
報
』
二

一

（
一
九
九
一
年
）

山
岸
常
人

「山
田
寺
宝
蔵
と
大
般
若
経
経
峡
題
袋
」
翁
日
本
建
築
学
会
大
会
学

術
講
演
梗
概
集

（東
北
送
　
一
九
九
一
年
）

橋
本
義
則

「山
田
寺
跡
出
上
の
木
簡
」
翁
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
三
二
九
　
一
九

九
一
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（橋
本
義
則
）

木

簡

研

究

第
一
言

巻
頭
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狩
野
　
久

一
九
八
八
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
京
跡
　
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
十

一
。
十
四
坪
坪
境
小
路

跡
　
平
城
京
左
京
二
条
四
坊
二
坪
　
東
大
寺
大
仏
殿
廻
廊
西
地
区
　
藤

原
官
跡
　
藤
原
京
跡
　
長
岡
官

・
京
跡
　
長
岡
京
跡
　
嵯
峨
院
跡

（史

跡
大
覚
寺
御
所
跡
）
　

大
坂
城
跡
　
東
郷
遺
跡
　
士
［
田
南
遺
跡
　
小
犬

丸
遺
跡
　
姫
路
城
跡

（武
家
屋
敷
跡
）

姫
路
城
跡

（東
部
中
濠
）

玉

手
遺
跡
　
袴
狭
遺
跡
　
山
の
神
遺
跡
　
池
ケ
谷
遺
跡
　
瀬
名
遺
跡
　
居

村
Ｂ
遺
跡
　
今
小
路
西
遺
跡

（福
祉
セ
ン
タ
ー
用
地
）
　

中
里
遺
跡

中
江
日
本
郷
遺
跡
　
高
溝
遺
跡
　
狐
塚
遺
跡
　
仙
台
城
二
の
丸
跡
　
熊

野
田
遺
跡
　
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
　
一二
小
牛

ハ
バ
遺
跡
　
能
登
国
分
寺

跡
　
発
久
遺
跡
　
草
戸
千
軒
町
遺
跡
　
尾
道
遺
跡

（Ｇ
Ｄ
０
１
地
点
）

紺
屋
町
遺
跡
　
下
川
津
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
一
一
）

出
雲
国
庁
跡

中
国
出
土
簡
蹟
的
保
護
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胡

　
縫

高

中
国
出
土
木

・
竹
簡
の
保
存
科
学
的
研
究

（抄
訳
）
　

訳

・
佐

川

正

敏

木
箱
と
文
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小

池

仲

彦

所
謂

『
長
屋
王
家
木
簡
』
の
再
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

山

誠

一

有
韻
尾
宇
に
よ
る
固
有
名
詞
の
表
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犬

飼

　
隆

彙
報

頒
価
　
一二
八
〇
〇
円
　
一Ｔ
四
〇
〇
円




